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二
月
定
例
府
議
会
終
わ
る 

原発再稼働に反対し、「東日本大震災で発生した 
災害廃棄物の広域処理に関する決議案」に賛成 

大
飯
原
発
３
・
４
号
機
の
再
稼
動

問
題
で
は
、
党
府
議
団
は
「
大
飯
原

発
３
・
４
号
機
の
再
稼
動
に
反
対
す

る
意
見
書
案
」
を
提
出
、
共
産
党
の

み
賛
成
で
否
決
さ
れ
ま
し
た
が
、
住

民
団
体
の
陳
情
を
受
け
て
「
原
子
力

政
策
に
関
す
る
意
見
書
」
が
採
択
さ

れ
、
「
慎
重
に
判
断
が
な
さ
れ
る
こ

と
」
の
表
現
が
入
り
ま
し
た
。 

 

自
公
民
３
会
派
提
案
の
「
東
日
本

大
震
災
で
発
生
し
た
災
害
廃
棄
物
の

広
域
処
理
に
関
す
る
決
議
案
」
に
つ

い
て
、
日
本
共
産
党
は
、
災
害
が
れ

き
を
各
自
治
体
に
押
し
付
け
る
政
府

の
や
り
方
に
は
反
対
。
国
と
東
京
電

力
が
責
任
を
持
っ
て
処
理
に
あ
た
る

こ
と
が
大
前
提
で
あ
り
、
各
自
治
体

も
強
く
国
と
東
電
に
求
め
る
こ
と
が

重
要
で
あ
る
と
考
え
る
。 

通
常
の
災
害
が
れ
き
で
あ
れ
ば
、

大
量
に
発
生
し
た
が
れ
き
処
理
の
た

め
に
、
全
国
の
自
治
体
の
協
力
を
得

る
こ
と
は
当
然
で
あ
る
。
し
か
し
今

回
の
場
合
は
、
原
発
事
故
か
ら
放
出

さ
れ
た
放
射
性
物
質
に
よ
る
汚
染
が

懸
念
さ
れ
る
と
い
う
得
意
の
条
件
が

あ
る
。 

本
来
事
故
に
よ
っ
て
汚
染
さ
れ
た

廃
棄
物
の
処
理
処
分
は
、
汚
染
の
原

因
者
で
あ
る
東
京
電
力
と
原
発
を
推

進
し
て
き
た
政
府
の
責
任
で
な
さ
れ

る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
被
災
県
で
は

既
存
の
処
理
施
設
の
能
力
を
大
幅
に

上
回
る
が
れ
き
の
量
が
生
じ
て
い
る

の
は
事
実
で
あ
る
。 

国
は
そ
れ
を

全
国
の
自
治
体
に
割
り
振
り
、
押
し

付
け
る
や
り
方
を
改
め
、
現
地
で
の

処
理
能
力
の
増
強
を
含
め
、
国
が
直

接
、
処
理
に
か
か
わ
り
、
焼
却
に

よ
っ
て
残
っ
た
灰
の
中
の
濃
度
が
高

ま
る
放
射
性
物
質
の
最
終
処
分
的
な

処
分
・
保
管
、
汚
染
拡
大
の
防
止
、

処
理
の
各
段
階
で
の
放
射
線
レ
ベ
ル

の
測
定
と
そ
の
結
果
の
公
開
に
よ
っ

て
、
通
常
の
廃
棄
物
と
判
断
さ
れ
る

も
の
に
つ
い
て
は
、
関
係
住
民
の
合

意
の
も
と
で
協
力
し
て
処
理
す
る
こ

と
は
理
解
で
き
る
。 

こ
の
立
場
で
賛
成
し
ま
し
た
。 
 

日
本
共
産
党
は
、
こ
れ
ま
で
（
２

０
１
１
年
８
月
１
１
日
）
、
政
府
が
科

学
者
・
専
門
家
・
技
術
者
・
民
間
企

業
等
の
知
恵
と
力
を
総
結
集
し
、
放

射
能
汚
染
の
実
態
を
全
面
的
、
系
統

的
に
調
査
し
、
除
染
と
安
全
確
保
を

推
進
す
る
強
力
な
特
別
の
体
制
を
速

や
か
に
作
る
よ
う
提
案
し
て
き
ま
し

た
。 

 
党
議
員
団
は
こ
の
決
議
に
つ
い
て

の
基
本
的
な
考
え
及
び
対
応
に
つ
い

て
「
見
解
」
を
発
表
し
ま
し
た
。 

く
わ
し
く
は
日
本
共
産
党
府
会
議

員
団
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。 

 

三
月
十
一
日 

午
後
二
時
三
十
分
か
ら
同
志
社
大
学
・
今
出
川
キ
ャ
ン

パ
ス
明
徳
館
１
号
教
室
で
原
発
の
危
険
性
や
「
安
全
神
話
」
を
告
発
す
る

ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
『
バ
ベ
ル
の
塔
』
（
高
垣
博
也
監
督
）
の
上
映

会
が
行
な
わ
れ
２
７
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。 

 

 

同
志
社
大
学
法
学
部
教
授
・
出
原
政
雄
さ
ん
が
開
会
あ
い
さ
つ
し
、
フ

リ
ー
ラ
イ
タ
ー
守
田
敏
也
さ
ん
が
内
部
被
爆
の
危
険
性
や
そ
の
隠
ぺ
い
を

は
か
っ
て
き
た
日
米
政
府
の
実
態
を
講
演
し
ま
し
た
。 

 

講
演
の
後
、
烏
丸
今
出
川
か
ら
出
町
枡
形
商
店
街
ま
で
、
市
民
の
み
な

さ
ん
に
「
原
発
を
廃
棄
し
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
転
換
し
ま
し
ょ
う
」
と

訴
え
て
歩
き
ま
し
た
。 

記
録
映
画
「
バ
ベ
ル
の
塔
」
上
映
と

講
演
の
つ
ど
い
開
か
れ
る
！ 

高
垣
監
督
と
会
場
で
一
緒
に 

バ
イ
バ
イ
原
発 

 

 

京
都
集
会 

３
月
１
０
日 

 
 

円
山
公
園
に 

 

５
０
０
０
人
が
参
加
！ 

３
・
１
３ 

重
税
反
対
全
国
統
一

行
動 

上
京
区
集
会
に
参
加 


